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「アン・マリー・マクダーモットさんを迎えて」

松 本 継 ― 郎

平成7年産の 「四争のヨン,― 卜」のオーブニングを節ったのは ア メリカの着手女流t/7ニスト ア ン マ リー マ グター

イットさんでした 4月 ″日の本昭●trrA市 軟青文化会館本―ルでアン マ リー マ クター=ッ トビアクリエイタ″が開ほさ

れ 会 員の方イを初あ多くり験 を態子した一夜となりました。マタ/― =ッ トさんは=ェ ーヨータで生まれ育ち マ ンハッタ

ン言準廃(世 界的ビアニストとして若名なション ア ラウニン″氏の下て研蹴を積み 弱 冠20寂で既にアメリ″めメジ■―をマ

六―ジメントの1つてある夕ヽ―′ヽ―ト ノ(―トレクトの専属,― チストとして演豪活動を始められた 大 変に才能に意まれたビ

アニストです 4年 前ここJr松市で初めて印松された 「窮1回JtF国瞬ゼア′ヨンクール」に於いて マ クターモットこんは見

事務2位 に入■これ 合 せて碑題「bであつた日本人作油京の作品演葉に対して送らFtる最優秀質↓獲0さ れました。私はこのコ

ンクールの時までマタグーモットとんのことを存し上 チませんでしたが 第 2次予選において彼女の豊力な者英tL 漢 い嗣察

力 者 この実し=に 日を見張らこれたのを昨日の様に思い出します。その絵 本 選会 こヽ,い ても要晴しい演奏をして 多 くの

人々に漂く印隷を残していったマクターモットさんに い つり友の会で 「四手のコン■―卜」に招いて麟岡と浜松で公槙をして

頂こう と いう笛"持 ち上がoた のも全く不思嵐で,ユありませんでした。友り会力4独 で外国人テーティストを招霜するのはこ

れわ効 めてのことだつたそうで ス タッフの方 一々日大変に壊り切つておられました。実際に高11トントン拍子にたみ コ 種々

公演奈作の交渉も汗りをく済みました。拾 そヽの期待に 持 つてましたというかの如く ■ タターモットさん1=溌刺と崇日`

れ 大 変森晴じ(最 奏を開"せ て下さいました。■に業しい客どを大切にした 大 変に′ヽランスの良い演奏てした。また 持 ち

前の深い表現力を存分に発揮し チ 竹に説得力のある ほ 力に進れた演豪だoた と思います。彼女のこの持ち味力←稀錬 され

たのは な んといってヽシェーベルトのツチタで,な かったかと思います。あの r対文の取Jの 様な第2楽整t義 を忘れたの

は な たけで1=なわったと思います マ クターモント=ん に非行に明なくて気さくなお人柄で イ ングビューもとてもやりあ

く 奏 しく接すること″出来ました。1こんの数時田の翻慎を通して マ クターモント■んの者環に対する穐鮮でま鯛,姿 勢 =

た様しく自分を見つめを″ら犯想を追2て いくひたしさな奏に 新 たには動を班えました ス タッフやファン 及 tF関係者に臨

鮒のほど受し 日本に来られたことを本当にきんでおられたマクターモットさんの =す ますのこ活層をいからヽ 4Frりしたく存

じます。

アン マ リー マ クダーモットさんにインタピューすると者 (1995 4 27)



「ブラヴォーア」トリオ・ディ・トリノ″

笑 和 雅 樹

こんなに感動したの工本当に久L五 めてす tか う 「ょうったJと言える素席しいR奏会でした。な年度のちらしを見たとさ

わら よい航奏全になるだろうという予ほ|まありました。 トリオ ア ィ ト リクt ヨ ンタールほ`きとことイが● ■ のブロ

グラムのす杉さ才 積 奏が上手いた,て なく確□とした自信を持つている柾だとにはしたからです。

いよいよ積奏開始 本 ―トーウェンロ源の力強いTuti力〔鴎う客いた瞬回 私 の直志″営たったことを張信L宮 した。ビア

′ ウ アイオリンとチと口という三つの要帯が積芸していなのではな( ビ アク=重葦という一つの算辞が言革を贅てていると

いうに玲 がビッタリと合っていて一体イししていました。続いてのラウェルま た った三つの禁群でこんなにも線イオ古色がH

ゼとものなのかと篤曖させられ=した。休慰後=この夜のメインアログラム 名 □ゆメンアルスアーンです 日頭の'‐ 口り様

い額さからいを,さ 竹けち工 終 茶章=て ぐいぐいとのおり込まされるすごい漬奏で 最 lFの音わ的 け終わった麟冊 今 まて一

度も言つたことう各 ャヽ 「ブラツチーJを 知らぬlDに叫んでいました。拍手大喝来にヽ えてのアシヨールも疑りに舞つた積姜て

章せな気持ちでよが一打 i南たされて宗路につ宮ました。このようにすてさな演暮索を招くことが(き る言奏友の会り速管委員

の皆様に 心 より故意を表します。

ただ 残 合,こ とは ア シヨー″方F―m蕉わったら一斉に立ち上"fつて掃り始めた方カウ くいらっし、ったことです られで

は 演奏家方f「自分達の流奏が気にいらなかつたリガ」 と誤解してしまいます。それに あの夜の彼らまとて`舞っていました

力ら 指 手を基i rttmの研す限り何llでもアンコールを温姿してくれたことでしょう。そうしたら 松 らのこ々な面力現 られ

て宜かったのにと思います。指■ ま演奏家と聴舞とがコミュニケーションできる唯一の方法たと思います `っ と上手 t拍手で

きたらt,と まいR妻会になったことでしょう と になく ち の日 あ の時 あ り場所 =いた■連は章せです。

P S

=確 者の方々にお源Ⅲ力iあり=す 。演奏閣お縦にお客どまを入れな場合は 葉 章側(1まなく m15に お願いします。次の実ま

に移りたくて  ヽ弱 者から始まるので 席 を捜して4Fいていとおをさま力印常について会場"韓 あHiなるまでをかなかおめられを

かつたり 来 章lDヤ奎けす こ直ぐ次の英手 i移oた ために よ いているお客さまの■音力【古楽に紙ってしまつたりした場面う1あ

りました 1山 目ま軽く`つ と熊わりたかったのに 楽 章町のまごつこで少しllll延びしてしまつたことは 主 催者の費とお攻 た

とはいます。また ,策 にも「逓れてどたら一HH丸々 磁,な く,なんだよ。J「奈裕をもつて会場に向かおうい。Jと いう意監

ヵF育ち 歩 囲気的にも結ち著いたよい耐奏会になっていくのでまないでし■うお

“
会員からのお便り

'

後 醸 雅 子

格安の入場料ヽさることなが, 毎 日',索 時しい出減者の■口尊 ス タッフの普 様々仰 古労を思い ヽ つヽいから感繊(

い0ばいです。 4よ れあい言現会
'の

会員のひとりとして ご く一部の人々のために臨したことです力i 気"り , たヽことを少し

れヽさせていただ=ます。

演奏力F崎まつたう 弾 吉の合間でも 大 鶴するのを遺慮した

ちとうでしょうお、 また財布や草の盛 子 供の本ッグ尊に者の

出な筋をつⅢナていたら 演 奏中はさわらない様にしたいですた。

″サ″すという綾 の書も と てもEr略り=なります。素晴じ

い言栞セ演窪者も合わて会場全員で栞じ↓ため モ= 演 受者ヘ

リ思いやりとしてのマチーを,に つけるべきだと思います

前回7月1l E トリナ テ イ ト リク'重
内来のタベで1=

常1算音"【終わつた時に す ワすワと席に精いた人選″いて

演姜者がとて まヽしそう,表拒をされたこと力F気になりました



☆事務局より

とり貫ぐ会員の方よう属いたご意見二■をご紹介いたしました

受足以来10年今″述ぎ こり全力省 車 さヽさえられて大苫く成長しているとほしさせられました。とても宝重″ご意見を本当

にありがとうございました

月
これまでは演妻宗の方が,解 して下さつた時は 英章の合岡(`入 場していたたいてどましたが これわらは 前 力“ましまつ

たう【のH8か峰 わるまで ,ビ ーてお待ち下さいますようおgrいまします

↓ちらん ロ ビーに旨と瑛練=お属 ナします 一 配栞7し ましたら入均していただきます力て 次の山とりW水短いこと あヽり

ますので 入 口近くのはにとってお贈き下さい。

月
申鞍の技前列にす 小 さ,お子様のみでの所IF iできるた,すご遠感下さいますようお願いまします。5 6列 立までの席 ま

演奏者からもよく見え イ となわ子枝颯本を動かしたりしますと 業 Ⅲして演贅てきないこともあるようです。

■`｀`｀`｀`｀`ヽヽ―ヽヽ―ヽヽ―ヽヽ一 次 回コンサー ト

豊日喜代美ツプラノリサイタル  ビ ァク:若林 顕
9月 7日 (木)6:45P M

実力 人 気ともに日本を代安するツプラタ。

浜松て まなかなか贈〈換会のをい 「ドイッ張山リタ本Jの 茉晴しいブじグラムです

伴業者 ま 日 本"frる岩手ビ7=ス トの若林 顧 `ん  こ の大変在翠な一茂セ 足 弁お見逃
しなくお出力,下 さい。

ブログラム  Fシ ューベルト1野鷲夜 ,456

ガニメードDS紹

春の信仰 D681

J ブ ラームス ,ま どろみはいまやヽま浅く o,lo5,

われら さ すらった o,962

日は 山 の上にヽセレナーア OP Io6Ⅲ

Rシ ユーマ ン !リータークライスより

第2曲 インテルメッッォ

第5曲 月の夜

第12山 率の夜

F 'オ ル フ i隠機 (メーリケ歌曲集 第2,H8)

私の援のかげで (スベインl rd8集第2出 )

アナクレオンの蔓 (//―テ歌88集 第"曲 )

折り (メーリケ歌曲業 第■O砲)

0 マ ー ラ ー :リェッタルトの常による5つ の攻血

私の欧を取き見しないで

私はほのかな香りを吸い込む

私はこの世から姿を消した

買在中に

業しきゆえに安するのなら



幸 1996年 ち"よう1)六炒KゎXI 予定 ゃo幸

e福 山久美ヴァイォリンリサイタル

ウイーンをはしめヨー,ッ タ`の巨匠遷に絶賛されている注目のツ7イ

ログラムが楽しみです。

法な去守の様本はラリーズⅢ

倉田 楚 トロシポーンリサイタル             6月 13日 (木)

第11回日本管打姿器ヨンクールで日本人最高位の第3住人賞。世界へはばたく注目の 若手の地

元浜松での初ササイタルです。神,奈川フイルハーモニー轡弦葉団団貫

e'原 直子メジツプラクリサイタル

オ本ラから歌88宗 教曲や第九のツしまで 各分野で大活躍の日本の第一人者のリ

っと浜松で実現します。どうぞご期待下さい。

CD林 降男チェロリサイタル
スータ`― トリオでもおおしみの日本を代表するチェ,の第一人者子

初めて採なに迎える待望のリサイタル.

に多シエーツオン(計 忠)ビアンササイタル
第1回 浜松回路ど'ノ ヨンクール第3位 第 5回 日本国際ヨンタール第

スキーヨンクール第4位 の輝やかしいキャリアをもつ大型着手ピアニス

課 会 員 の皆 様 へ の お願 い ―

会氏たより 皆 様のご寄格を,特 らし=す 。い 詰原稿用紙2枚 以内でお願いいたします。テーマは自由です。

会 R登 録 は卓度が変わってもそりまま雄線さⅢます。

遅全志望の方は ハガ■に日i 氏 名 ■ 種 会 員章号をご紀人の上 前年度の12月末口迄に 専柳 5宛道釣 旨をご越補下さい。

名法校更の方も ハ才キに国会月と新会員の日所 氏 名 電 話 釜 資番号 “日全抑 )を お奮どの上事務局宛お送り下さい

保青菫競 J用の方`ヨ ン'― 卜の前日までに 声部 酌 53(Ⅲ05"ま でお0し 込み下さい。

4月 16日 (火)

オリエスト。意欲的なプ

6日 (土)

サイタルう【や

「。9 ‖“1 / E I )

今年デビユー20周年の彼を

|】R 子『 (〉て )

1 位。 営 整 年チ ャィョフ

トですも

缶回共 於 :浜松市教育文イし会館

7月

閣場時 (開演卸/111t)力ら終演までお積うします。 1回 3m円 です


